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授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 谷木　利勝
実務経験の
ある教員

―

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

学習目的 生命という言葉が持つ多様性･多重性を理解でき、生命に関わるということの意味を思考できる

＜　シラバス＞

授業科目 生命倫理

開講時期 ２年次後期

学習目標
１．「自分が生きている」という経験の実感について述べることができる。
２．今そこにあるいのちと向き合い、ケアを行える姿勢を身につけることができる。
３．自分自身の価値観・世界観を自覚できる。

授
　
業
　
計
　
画

生命倫理を問う姿勢について

生殖医療によって問われる問題

優生思想を考える

小児脳死･臓器移植について

人間の尊厳とは

安楽死･尊厳死が問いかけるもの、死をめぐる自己決定と事前指示

私の価値観、社会の価値観（いのちを考える）

まとめ

評価方法 出席状況、授業参加状況、課題レポート

履修上の注
意事項

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

参考図書
木村利人他「ケーススタディいのちと向き合う看護と倫理ー受精から終末期までー」人間と歴史社2010
吉森保「ライフサイエンス、最先端の生命科学を私達は何も知らない｣日経BP2020
ヴィクトル　フランクル「夜と霧」みすず書房（池田香代子訳）



授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 岩城　慎人
実務経験の
ある教員

―

1

2

3

4

5

6

7

8

学習目的

１．障害のある人の生活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉･介護の需要や支援のあり方を理解す
る。
２．知的障害、発達障害についての実態、支援のあり方を理解する。
３．障害者支援の歴史的変遷･発展過程について理解する。

＜　シラバス＞

授業科目 障がい児・者支援論

開講時期 ２年次後期

学習目標

１．障害のある人の生活上の困難さと背景要因を理解できる。
２．知的障害、発達障害児の教育と支援の特徴を理解できる。
３．特別支援教育の歴史的変遷を理解できる。
４．障害のある人の発達を促し、暮らしを支える援助について看護の視点で考え、そのことについて説
明できる。

授
　
業
　
計
　
画

障がい概念と特性

障害者の生活実態と社会環境

身体的障害とは、施設と自宅での暮らしと援助

知的障害とは、施設と自宅での暮らしと援助

発達障害とは、日常生活指導･遊びの指導

特別支援教育とは

関連する専門職と連携支援の実際

まとめ、障がいのある人に関わる新聞などの記事をまとめディスカッション

評価方法 出席状況、授業･演習参加態度、レポート

履修上の注
意事項

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

講師が用意する資料



授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 松本　佳代
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

学習目的
ライフステージ各期における健康課題と健康の維持･増進、疾病の予防につながる支援･
教育方法について理解する。

＜　シラバス＞

授業科目 健康支援論

開講時期 ２年次後期

学習目標
１．ライフステージ各期の健康課題を考えることができる。
２．健康の保持･増進、疾病の予防につながる援助について説明できる。
３．その人らしい生活を送れるための援助について説明できる。

授
　
業
　
計
　
画

社会の変化と保健にかかわる意義、教育、指導とは

ライフステージと健康課題

乳幼児、学童期の健康課題と健康管理

成人期の健康課題と健康管理

老年期の健康課題と健康管理

精神障害のある人の健康管理

健康支援･教育の方法

まとめ、試験

評価方法 授業･グループワーク参加姿勢、試験（課題レポート）

履修上の注
意事項

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

最新保健学講座　別巻１　「健康教育論」　メジカルフレンド社



＜シラバス＞

授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 寺岡　美千代
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

社会保険法

福祉法

試験

授業計画の詳細は講師より説明あり。

講義

系統看護学講座　専門基礎分野　健康支援と社会保障制度（４）　看護関係法令　医学書院

法の概念

保健師助産師看護師法

医療法

保健衛生法

薬務法

授業科目

開講時期

学習目的

学習目標

関係法規

保健医療に関係する主な法規とその概要を理解する。

看護を行う上で必要な法令と倫理が理解できる。

２年次後期

備考

授
　
業
　
計
　
画

授業方法

テキスト・
参考文献

評価方法



授業方法 講義・演習 単位 １単位

担当教員 武政　あゆみ
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

学習目的
フィジカルアセスメントの技術を用いて患者の健康に関するニーズや問題を分析することがで
きる。看護介入へつなげるための臨床推論が実施できる。

＜　シラバス＞

授業科目 臨床推論

開講時期 ２年次後期

臨床推論の演習（モデル）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜演習＞

学習目標

１．臨床推論とは何か理解できる（臨床推論の目的・必要性・思考様式、臨床判断との違い）
２．臨床推論の実際を知ることができる
３．臨床推論が実施できる（紙上、モデルによる演習）
４．臨床推論における自身の課題が言える。

授
　
業
　
計
　
画

臨床推論とは何か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際（発熱）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際（呼吸困難）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際（低血圧）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際（高血圧）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際（浮腫）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際（手足のしびれ・麻痺）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際（高齢者ケア）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際（浮腫）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の実際（DVD気づくトレーニング）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

臨床推論の演習（紙上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜講義＞

評価方法 出席、演習状況、レポート、筆記試験

履修上の注
意事項

授業が終了しない場合は、補習の可能性あり

臨床推論の演習（モデル）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜演習＞

臨床推論の演習（モデル）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜演習＞

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

小澤知子：アセスメントに自信がつく　臨床推論入門、第１版、メディカ出版、2019



授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 松本　佳代
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

評価方法 試験、授業態度、出席状況

履修上の注
意事項

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

系統看護学講座　専門分野　「地域・在宅看護」〔１〕　地域・在宅看護の基盤　医学書院
系統看護学講座　専門分野　「地域・在宅看護」〔２〕　地域・在宅看護の実践　医学書院

学習目標
１．地域で生活している看護ケア対象者とその家族の特徴が説明できる。
２．地域で安心して暮らすための社会制度・社会資源･関係機関の役割や機能を理解を理解できる。
３．地域･在宅看護における様々な倫理的課題と権利擁護を理解できる。

授
　
業
　
計
　
画

地域で看護ケアを必要としている対象者について

在宅における健康危機管理について

地域で安心して暮らせるための社会制度

地域で安心して暮らせるための社会資源の活用と看護師の役割（高齢者･障害者･子ども）

訪問時のプロセス、マナーについて

余暇（レクリエーション）支援法

地域看護ケアにおける関連機関･関係職種との連携･協働

地域看護ケアにおける関連機関･関係職種との連携･協働

学習目的 地域ケアの対象者と提供方法について理解する。

＜シラバス＞

授業科目 地域・在宅看護援助論Ⅱ

開講時期 ２年次後期



授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 山本　佳子
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

学習目的 在宅看護に必要な日常生活看護技術と対象の状態や状況に応じた看護が理解できる。

＜　シラバス＞

授業科目 地域・在宅看護援助技術Ⅱ

開講時期 ２年次後期

学習目標
１．生活を支えるための在宅看護基礎技術を身につける。
２．生活援助用具とその利用方法を理解する。
３．学内演習で状態や状況に応じた技術を用いることができる。

授
　
業
　
計
　
画

在宅看護における基本技術（コミュニケーション技術、訪問時のマナー、観察の技術）

日常生活の援助技術（食事･栄養の援助）

日常生活の援助技術（清潔の援助）

日常生活の援助技術（移動の援助）

日常生活の援助技術（排泄の援助）

日常生活の援助技術演習

日常生活の援助技術演習

認知機能のアセスメント法と援助技術（認知機能に障がいをもつ在宅療養者への看護）

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

系統看護学講座　専門分野　「地域・在宅看護」〔２〕　地域・在宅看護の実践　医学書院

評価方法 試験、授業、演習参加状況、出席状況、課題レポート

履修上の注
意事項



授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 山本　佳子
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

評価方法 出席状況、授業･演習参加状況、演習シートおよびレポート、作成した介護用品の提出

履修上の注
意事項

介護用品の創作

まとめ、評価

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

系統看護学講座　専門分野　「地域・在宅看護」〔１〕　地域・在宅看護の基盤　医学書院
系統看護学講座　専門分野　「地域・在宅看護」〔２〕　地域・在宅看護の実践　医学書院

訪問時のマナーについて

学習目標
事例の状況に応じて、在宅看護における一連の看護過程が展開できる基礎能力を修得する。
訪問時のマナーを理解し実践できる。

授
　
業
　
計
　
画

対象理解とアセスメントの視点（事例1）

全体像の把握

看護上の課題の明確化

看護計画立案（自立・自律支援･社会資源の活用と調整）

実施・評価（演習）

実施・評価（演習）

対象理解とアセスメントの視点（事例２）

全体像の把握

看護上の課題の明確化

看護計画立案（自立・自律支援･社会資源の活用と調整）

実施・評価（演習）

実施・評価（演習）

学習目的 在宅における看護過程の展開を理解する。

＜　シラバス＞

授業科目 地域・在宅看護援助論Ⅲ

開講時期 ２年次後期



授業方法 講義・演習 単位 １単位

担当教員 松本　佳代
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

学習目的
リハビリテーション看護の概論および運動器系・中枢神経系・循環器系の疾患をとおしてリハ
ビリテーション看護の実践について学ぶ。また、回復期にある対象の特徴を理解し、回復段
階にあわせて心身の回復を促進するとともに生活の再構築を支援する看護について学ぶ。

＜　シラバス＞

授業科目 回復期看護論

開講時期 ２年次後期

高次脳機能障害のある人の看護

学習目標

１．リハビリテーション看護の考え方が理解できる
２．回復期にある対象と家族の特徴が理解できる
３．回復期における生活の再構築の支援について理解できる
４．身体機能障がい、生活機能障がい対象者がもつ機能が最大限に発揮できる看護援助を
  考えることができる

授
　
業
　
計
　
画

リハビリテーションおよびリハビリテーション看護とは

リハビリテーション看護における概念

障がいの考え方とリハビリテーションにおける倫理

回復期にある人の身体的・心理的・社会的特徴

回復期にある人の家族の特徴と理解

生活の再構築へのアセスメント

ADLの再獲得を支援する看護

生活の再構築を支える社会資源

運動機能障害のある人の看護（脳血管障害）

運動機能障害のある人の看護（骨折）

運動機能障害のある人の看護（脊髄損傷）

運動機能障害のある人の看護（四肢切断）

感覚機能障害のある人の看護

まとめ

授業方法 講義

テキスト・
参考文献

系統看護学講座　専門分野　「成人看護学」〔１〕　成人看護学総論　医学書院
系統看護学講座　別巻　リハビリテーション看護　医学書院

評価方法 試験、授業態度、出席状況

履修上の注
意事項

授業の資料は事前に自己学習しておくこと



授業方法 講義・演習 単位 １単位

担当教員 山本　佳子
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注
意事項

授業方法 講義、グループワーク、看護過程の展開

テキスト・
参考文献

山田律子ら編：生活機能からみた老年看護過程　第3版　医学書院
系統看護学講座「老年看護　病態・疾患論」：医学書院電子テキスト

評価方法 出席状況、授業態度、課題（看護計画の立案）の内容、筆記試験

認知症の看護

認知症患者の看護過程の展開

認知症患者の看護過程の展開・発表

運動器系疾患の看護

学習目標

 
１．疾病・障害を持つ老年の特徴について理解できる。
２．高齢患者の状況別、症状別看護の視点と看護の基本を理解できる。
３．事例を通して、老年期にある対象の看護過程を展開できる。

授
　
業
　
計
　
画

生活・療養の場における看護について（老年看護の展開における考え方）

生活・療養の場における看護について（⽣活⾏動情報の着眼点、「ふくよか」にとらえる視点）

呼吸器疾患と看護

肺炎患者の看護過程の展開

肺炎患者の看護過程の展開と発表

大腿骨頸部/転子部骨折患者の看護過程の展開

大腿骨頸部/転子部骨折患者の看護過程の展開・発表

高齢者に特有の疾患と看護(精神・神経疾患と看護）

パーキンソン病高齢者の看護過程の展開

パーキンソン病高齢者の看護過程の展開・発表

まとめ

学習目的
老年の特徴を踏まえ、疾病･障がいを持つ老年に対する状況･症状別看護の視点と予防を重
視 した看護の基本を学ぶ。

＜　シラバス＞

授業科目 老年看護学方法論Ⅱ

開講時期 ２年次後期



授業方法 講義・演習 単位 １単位

担当教員 戸梶　美香
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

評価方法 出席状況、授業態度、発表内容、レポート提出

履修上の注
意事項

授業の進捗状況に応じて、授業内容変更あり

事例演習

まとめ、その他（小児看護学実習について）

授業方法 講義、グループワーク、プレゼンテーション、演習

テキスト・
参考文献

系統看護学講座　「小児看護学概論/小児臨床看護総論」「小児臨床看護学各論」　医学書院
参考文献：「小児看護学概論　子どもと家族に寄り添う援助」　南江堂ほか

事例演習

学習目標

1.小児の成長発達過程と発達課題が理解できる
2.小児の遊びの意義と特徴が理解できる
3.保育の意義と役割を知りこれからのあり方を考えることができる
4.検査・手術を受ける子どもと家族への看護
5.長期療養、在宅療養、心身障害のある子どもと家族への看護
6.予後不良の子どもとその家族への看護
7.小児を対象とした看護過程の展開

授
　
業
　
計
　
画

状況別にみる小児と家族の看護
事例検討、小児看護技術演習のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

事例検討

症状別にみる小児の看護

手術を受ける小児と家族の看護

検査・処置を受ける小児と家族の看護

身体障害のある小児と家族の看護

在宅療養している小児と家族の看護

小児の遊びの意義と特徴、保育の意義と役割

看護過程の展開

看護過程の展開

がんの小児と家族の看護

終末期における小児と家族の看護

学習目的
小児の成長発達段階の特徴と健全な成長・発達を理解し、発達に適した生活ができるための方法を理解する
健康障害を持つ子どもの生活行動への援助方法、症状緩和の援助方法など、小児看護技術特殊技術に関する知
識や方法を学ぶ

＜　シラバス＞

授業科目 小児看護学方法論Ⅱ

開講時期 ２年次後期



授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 北村　明子
実務経験の
ある教員

―

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

学習目的

母性看護の特性を理解し、妊娠・分娩・産褥期にある対象及び新生児のアセスメントに必要な
知識と技術を学ぶ。正常な経過をたどっている妊娠・分娩産褥期にある対象及び新生児の健
康状態を保持増進させるための看護実践に必要な知識を学ぶ。また、妊娠・分娩・産褥期に
ある対象及び新生児における正常からの逸脱、逸脱を予防する看護実践、逸脱時の看護実
践に必要な知識を学ぶ。

＜　シラバス＞

授業科目 母性看護学方法論Ⅱ

開講時期 ２年次後期

新生児に起こりうる正常からの逸脱

学習目標

１．産褥及び新生児の生理的特徴と健康問題について理解する
２．産褥及び新生児の健康の保持促進のための看護を理解する
３．産褥期及び新生児に起こりえる正常からの逸脱とその看護について理解する
４．産褥及び新生児看護に必要な技術を理解する

授
　
業
　
計
　
画

産褥経過のアセスメントに必要な知識

産褥経過のアセスメントに必要な知識と技術

産褥期のアセスメント・産褥期のニーズ・健康課題と看護

産褥期のニーズ・健康課題と看護

産褥期のニーズ・健康課題と看護(沐浴・妊婦体操その他）実習衣で参加、実習室で実施

演習（沐浴）

産褥期に起こりうる正常からの逸脱

新生児のアセスメントに必要な知識

新生児のアセスメントに必要な知識

新生児の看護

新生児の観察と計測演習の準備（グループワーク）

演習（新生児の観察と計測）

評価方法
出席状況　試験60点　提出物40点
提出物について
★実習衣のポケットに入る大きさの参考書を作成する。（ノートでもカードでもよい）

履修上の注
意事項

新生児に起こりうる正常からの逸脱

まとめ、試験

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

系統看護学講座　専門分野　「母性看護学」〔２〕　母性看護学各論　医学書院
ウエルネス看護診断にもとづく母性看護過程　第３版



授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 小笠原　須奈子
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

評価方法 出席状況、試験、課題レポート、授業態度等

履修上の注
意事項

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

系統看護学講座　専門分野　「精神看護学」〔１〕　精神看護の基盤　医学書院

学習目標
１．それぞれの疾病・障害の概念を理解する。
２．疾病・障害の特徴、診断基準、治療方法を理解する。

授
　
業
　
計
　
画

精神医療の歴史

精神疾患について

主な治療・検査

統合失調症

気分障害

摂食障害と発達障害

認知症

神経症性障害

学習目的 精神医学・医療の基礎知識を学び、主な精神疾患、症状、検査、治療について理解する。

＜　シラバス＞

授業科目 精神看護学方法論Ⅰ

開講時期 ２年次後期



授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 橋本　憲明
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

学習目的
疾病や障害、ライフステージに合わせた看護のあり方を理解する。また、健康を維持し、回復
する時にどのようなかかわりが必要なのか理解する。

＜　シラバス＞

授業科目 精神看護学方法論Ⅱ

開講時期 ２年次後期

災害看護

学習目標
１．精神看護に必要な援助の方法や考え方を学ぶ。
２．精神看護における看護過程の展開方法を学ぶ。

授
　
業
　
計
　
画

入院治療と看護の展開

ストレスと心身症、適応障害、PTSD

ちょっと変わった人と他人を困らせる人の看護

神経症性障害の人の看護、摂食障害の人の看護

うつ病の人の看護

双極性障害の人の看護

依存症の人の看護

高齢者のこころと看護

子どものこころと看護

症状と看護

治療と看護

地域ケア展開：精神障害者の地域生活を支える諸制度

評価方法 出席状況、試験、課題レポート、授業態度等

履修上の注
意事項

看護過程の展開

看護過程の展開

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

系統看護学講座　専門分野　「精神看護学」〔２〕　精神看護の展開　医学素因



授業方法 講義・演習 単位 １単位

担当教員 小笠原　須奈子
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

評価方法 試験、態度(授業・演習）、出席状況、レポート

履修上の注
意事項

授業の資料は事前学習して臨むこと

授業方法 講義、演習、ビデオ学習

テキスト・
参考文献

テキスト：　「周手術期看護論」　メヂカルフレンド社　、「疾病治療論」メヂカルフレンド社

学習目標

１．周手術期にある手術侵襲理論・生体反応が理解できる。
２．手術療法を受ける対象者が理解でき、周手術期における看護師の役割が理解できる。
３．周手術期の術前・術中・術後の看護及び安全管理が理解できる。
３．各領域の手術の特殊性が理解でき、状態に応じた看護が理解できる。

授
　
業
　
計
　
画

周手術期の看護の概要と安全管理,看護師の役割　　　　　　　　　　　　　　　　　　         講義

手術侵襲と生体反応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義

麻酔の種類と管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義

術前の患者看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義・演習

術中の患者看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義・演習

術後の患者の看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義・演習

小児とその家族に対する手術と看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義／演習

まとめ・試験

学習目的
急激な身体侵襲を受け、生体反応が著明に現れる時期の特徴を理解し、対象者の治療環境や疾患が
及ぼす身体的・心理的変化の特徴や治癒過程を踏まえ、回復期に移行する段階に即した看護を学ぶ。

＜　シラバス＞

授業科目 周手術期看護Ⅰ

開講時期 ２年次後期



授業方法 講義・演習 単位 １単位

担当教員 小笠原　須奈子
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

評価方法 試験、態度(授業・演習）、出席状況、レポート

履修上の注
意事項

授業の資料は事前学習して臨むこと

授業方法 講義、演習、ビデオ学習

テキスト・
参考文献

テキスト：　「周手術期看護論」　メヂカルフレンド社　、「疾病治療論」メヂカルフレンド社

学習目標

１．周手術期にある手術侵襲理論・生体反応が理解できる。
２．手術療法を受ける対象者が理解でき、周手術期における看護師の役割が理解できる。
３．周手術期の術前・術中・術後の看護及び安全管理が理解できる。
３．各領域の手術の特殊性が理解でき、状態に応じた看護が理解できる。

授
　
業
　
計
　
画

術中・術後合併症の予防と看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義

特殊な術式と術後の看護(開胸術の看護）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義

特殊な術式と術後の看護(開心術の看護）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義

特殊な術式と術後の看護（開腹術の看護：胃）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義

特殊な術式と術後の看護(開胸・開腹術の看護：食道）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義

高齢者の手術と看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義／演習

精神疾患を持った患者の手術と看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義／演習

まとめ、試験

学習目的
急激な身体侵襲を受け、生体反応が著明に現れる時期の特徴を理解し、対象者の治療環境や疾患が
及ぼす身体的・心理的変化の特徴や治癒過程を踏まえ、回復期に移行する段階に即した看護を学
ぶ。

＜　シラバス＞

授業科目 周手術期看護Ⅱ

開講時期 ２年次後期



授業方法 講義 単位 １単位

担当教員 安藤　徹/山本　佳子
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

評価方法 授業態度、出席、筆記試験、グループワークへの取り組み

履修上の注
意事項

授業の進行状況により補講の可能性あり

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

緩和・ターミナルケア看護論、ヌーベルヒロカワ

学習目標

１．終末期の特徴が理解できる。
２．終末期にある患者とその家族に起こりやすい健康問題と看護の特徴が理解できる。
３．終末期にある患者の事例を通して、終末期の看護について考える。

授
　
業
　
計
　
画

ターミナルケア･緩和ケアの考え方

症状メカニズムとマネジメント

薬剤の活用と副作用への対処

小児における終末期の特徴、子どもと家族の死の捉え方と看取りの看護

成人期における終末期の特徴、死の捉え方と看取りの看護

老年期における終末期の特徴、死の捉え方と看取りの看護

グリーフケア、死後の処置

医療従事者のストレスと対処法、感情労働について

学習目的 終末期にある対象及び家族のニーズを知り、その状況に応じた看護の役割と方法を学ぶ。

＜　シラバス＞

授業科目 終末期と看護

開講時期 ２年次後期



授業方法 講義・演習 単位 １単位

担当教員 松本　佳代
実務経験の
ある教員

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

学習目的 社会的存在としての個人を理解し、家族の機能・役割について理解する。

＜　シラバス＞

授業科目 家族看護論

開講時期 ２年次後期

家族看護過程5（小児）

学習目標

１．家族や社会が人間にどのような影響を与え、成長していくのかを理解し、人間を社会的存在として
　　捉えることを学習する。
２．家族を単位として捉えた看護の対象を理解する。
３．家族看護の基盤となる家族理論について理解する。

授
　
業
　
計
　
画

家族とは、家族の持つ機能、家族看護学の発展、家族看護の定義ー1－

家族とは、家族の持つ機能、家族看護学の発展、家族看護の定義ー2－

家族を理解するための家族エンパワメント

家族を理解するための家族セルフケア理論

家族を理解するための家族セルフケア理論

家族を理解するための家族発達理論

家族を理解するための家族役割理論

家族を理解するための家族システム理論

家族看護過程1（成人）

家族看護過程2（成人）

家族看護過程3（老年）

家族看護過程4（老年）

評価方法 出席状況、授業･グループワーク参加姿勢、試験（課題レポート）

履修上の注
意事項

家族看護文献検討（精神）

家族看護文献検討、まとめ

授業方法 講義、演習

テキスト・
参考文献

鈴木和子、渡辺裕子著：家族看護学　理論と実践第4版、日本看護協会出版会



授業方法 実習 単位 ２単位

担当教員 専任教員
実務経験の
ある教員

○

テキスト・
参考文献

看護学総論、基礎看護学技術方法論で使用するテキスト、授業・演習の資料
看護過程展開に必要なテキスト・資料（解剖生理学、疾病治療論、疾患と看護、看護過程）

評価方法
実習目標の達成度及び実習への参加態度、実習記録類、実習終了後の課題レポートの内容、出席状
況について自己評価・教員評価、指導者からの情報提供を加味し総合的に評価する。

実習施設

医療法人　治久会　もみのき病院
高知県立あき総合病院
社会医療法人　仁生会　細木病院
医療法人　五月会　須崎くろしお病院
独立行政法人　地域医療機能推進機構　高知西病院

学習目標

１．急性期・周手術期にある患者の状態を理解し、経過に応じた看護援助が理解できる。
２．患者の情報分析をもとに、患者の持つ複数の課題抽出と課題の優先順位が理解でき、課題解決
に向けた看護が実践でき、評価できる。
３．急性期医療におけるチーム医療と看護師および他の職種の果たす役割が理解できる。
４．患者の退院に向け、患者に必要な援助および社会資源活用の必要性が理解できる。
５．患者の看護を通して自己の看護観を深め、自己洞察できる。

授
　
業
　
計
　
画

＜２単位　９０時間　９日間＞
学内実習：事前オリエンテーション
　　　　　　　　施設の説明、留意事項、事前レポート作成、受け持ち患者の病態などを含む自己学習

事前学習
１　成人期・老年期における発達段階の特徴
２　急性期患者のフィジカルアセスメント（ショック・意識障害・呼吸困難・疼痛）
３　術前検査（血液検査・呼吸機能検査・画像検査など)
４　術前オリエンテーション（呼吸訓練・術前処置など）
５　全身麻酔・腰椎麻酔・局所麻酔それぞれの合併症
６　麻酔薬の種類と麻酔薬の作用・副作用
７　手術中・手術後に患者に装着される機器・チューブ・ドレーンの種類と目的
８　手術侵襲による身体的影響と術後合併症

実習内容
① 原則として、急性期・周手術の患者を１名を受け持つ。
② 受け持ち患者の情報を収集し、患者の看護過程展開に向けて必要な患者の情報をゴードンの枠組みを用
いて整理し、治療経過において患者の健康回復を妨げている課題を抽出するに必要な情報分析を行い、患者
の全体像である関連図を作成する。
①と②については、適宜、所定の記録用紙に記録する。

＊カンファレンスについて
臨地実習中にショートカンファレンス、ケースカンファレンス、最終カンファレンスを行う。ショートカンファレンス
以外は、臨地実習指導者と教員、学生で行う。カンファレンスのテーマは、前もって教員に連絡しておく。また、
運営は、学生が主体となって行う。

【実習終了後のレポート】
① 課題レポート：「急性期看護の学びと気づき」について受け持ち患者の事例を通してテーマを決めて論述す
ること。
※例：「術後患者の疼痛コントロール」「不穏患者の安全な看護援助」
② 書き方の注意点
・レポートは、テーマと内容に一貫性のある書き方をすること。
・レポートの最後には、自己の課題を明らかにすること。
③ レポートは規定のレポート用紙2枚程度

授業方法 臨地実習

学習目的
急性期状態にある人の発達段階の特徴、及び急性期・周手術期にある患者の身体的・心理的・社会
的状況を理解し、患者の人としての尊厳を尊重しながら健康回復に向けて看護展開できる基礎的能
力及びその家族の看護援助を学ぶ。

＜シラバス＞

授業科目 急性期看護学実習

開講時期 ２年次後期



授業方法 実習 単位 ２単位

担当教員 専任教員
実務経験の
ある教員

○

テキスト・
参考文献

看護学総論、基礎看護学技術方法論で使用するテキスト、授業・演習の資料
看護過程展開に必要なテキスト・資料（解剖生理学、疾病治療論、疾患と看護、看護過程）

評価方法
実習目標の達成度および実習への参加態度、実習記録類、実習終了後の課題レポートの内容、出席
状況について自己評価・教員評価、指導者からの情報提供を加味し総合的に評価する。

実習施設

医療法人恕泉会　リハビリテーション病院　すこやかな杜
高知県立あき総合病院
いの町立国民健康保険　仁淀病院
土佐市立土佐市民病院
社会医療法人仁生会　三愛病院

学習目標

１．慢性的経過をたどる対象を理解することができる。
２．慢性的経過をたどる対象の看護に必要な情報収集・アセスメントから全体像を捉え、優先順位を踏
　　まえた課題が抽出でき、個別性のある看護計画の立案・実施・評価ができる。
３．多様な場面において他者の人権を尊重し、誠実な態度で接することができ、対象とその家族とコミュ
　　ニケーションを通して、援助的な関係を築くことができる。
４．看護専門職としてチーム連携・協働を理解し、慢性期における看護を幅広い視野でとらえることが
　　できる。
５．医療に携わるチームの一員として、自分の役割を自覚して責任を果たし、グループワークにおいて、
　　メンバーシップを発揮して積極的に取り組むことができる。

授
　
業
　
計
　
画

＜２単位　９０時間　９日間＞
学内実習：事前オリエンテーション（0.5日）
　　　　　　　　施設の説明、留意事項、事前レポート作成、受け持ち患者の病態などを含む自己学習

事前学習
１　成人期・老年期における発達段階の特徴
２　疾患の病態生理、症状、検査、治療
３　慢性疾患をもつ患者の看護
４　病みの軌跡理論に基づいた思考過程
５　基礎看護技術

実習内容
１． 原則として、慢性疾患をもつ患者を１名を受け持つ。
２．受け持ち患者の情報を収集し、患者の看護過程展開に向けて必要な患者の情報をゴードンの枠組みを用
いて整理
　し、治療経過において患者の健康回復を妨げている課題を抽出するに必要な情報分析を行い、患者の全体
像である
　関連図を作成する。
３．外来実習を１日行う。受け持たせていただいた患者が病気を抱えながら生活している軌跡をインタビューさ
せていた
　だき、その状況を記録する。病を抱えながら生きている状況について考察する。
４．適宜、所定の記録用紙に記録する。

＊カンファレンスについて
臨地実習中にショートカンファレンス、ケースカンファレンス、最終カンファレンスを行う。ショートカンファレンス以
外は、臨地実習指導者と教員、学生で行う。カンファレンスのテーマは、前もって教員に連絡しておく。また、運
営は、学生が主体となって行う。

授業方法 臨地実習

学習目的

１．慢性的経過をたどる対象を包括的に理解し、健康レベルを的確に判断したうえで、対象のQOLの維
　　持・向上に視点をおいた方法で、個別的な健康課題解決に向けての看護実践を行うことができる
　　基礎能力および態度を養う。
２．慢性的経過をたどる対象の健康支援を行う看護専門職者として、チームの連携・協働を理解すると
　　ともに、慢性期における看護を幅広い視野でとらえることができる。
３．既習学習において系統的かつ統合的に習得した知識・技術・態度を臨地実習の場面で、効果的に
　　活用できる基礎的能力を養う。

＜　シラバス＞

授業科目 慢性期看護学実習

開講時期 ２年次後期
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